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t　 はじめに

生徒の 主体性 を育て る課題研究
一 流体力学の 研究を通 し て

一
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愛媛県立吉田高等学校

【キーワ ー ド】　 生徒課 題研究、言 語活 動 の 充 実

　新しい 学習指導要領では、生きる力を育む こ と

を 目指すとともに、主体的に学習に取 り組む態度

を養 うために、言語活動を充実する こ とと して い

る。具体的な言語活動 の 場面における授業改善と

しては、 斉授業ではな くペ ア で、意見交換やホ ワ

イ トボー
ドを使 っ て話 し合う。 教師 の 説明だけで

な く、生徒が説 明する こ とや製作物を使っ て 発 表

する （ポ ス タ
ーセ ッ シ ョ ン ）。教師の 板書を生徒

が ノー トに写すだけでなく、
レ ポー

トにまとめる

こ とや ICT を利用するとある 。
こ の ような言語

活動 を通 して 、生徒の思考力、判断力、表現力を

育む としてい る。

　理 科教育にお ける生徒 の 課題研究 は こ れ らの

内容を満 たす もの で あ り、新 し い 指導要領で は

「理科課題研究」 とい う科 目も新設された。そ こ

で本研究では、ssH 校における生徒課題研
．
究を

指導した経験を生 か し、そ の 結果 と改芭点、生徒

の 主体性 を育む ため の課題研究 の あり方に つ い

て検討する。

2　研究の 方法

（1）テ
ー

マ 決定

　　SSH 指定校である愛媛県内 の 県立高校に

お い て は 、課題研究は 1年 生 の 後
’
トか ら 2 年生

の 3月 の 最終発表を 口指 して行われる。指導 し

た物理班は 2年生の 男子 4 名で あっ た．授業の

中で課題研究を行 う時間はあるが 、 週に 3 時間

　しかなく、校内発表の時期など は放課後の 自主

的な研 究が必要となるため、生徒自身が進ん で

行えるテ
ー

マ としなけれ ばな らなか っ た。主体

的な課題
．
研 究を 目指 して い た の で 、テ ーマ 決定

を生徒 自身に委ねた。

　 指導 し た 4 名 は比較的能力 の 高い 生徒で あ

っ たが、課題研究の テ ー
マ 決定には時間を要 し

た 。 対象生徒は理数科に所属 して お り、科学的

　な興味 ・関心は高く、 知 りたい こ とは多く出て

　きた。話し合 い の 中で、 「翼に発生す る揚力 は

翼の E面 と下面 を通 る空気 の 速度差に よるも

の で ある。」 とい う仮説が誤 りであるとい うこ

　とを確かめたい とい う生徒がお り、それ を動機

　として 研究を始めた。

  翼に 発生する揚力の 測定

○　材料 ・道具

　　 プラス チ ッ ク板、送風機、整流器、ス ライ

　 ダ ッ ク、デジタル フ ォ
ー

ス ゲ
ー

ジ、風速計

○　実験方法

　   　プラ ス チ ッ ク板で薄い 翼を作成 し、 整流

　　 器 の 風 で どの よ うな挙動 を示すか を観測

　　　した。

　   風速を変化させた ときに 、 デジタル フ ォ

　　
ー

ス ゲー
ジを使 っ て 翼に働 く揚力を調 べ

　　 た。

　   翼の 上面、ド面にの み風 をあ て 、翼が浮

　　　くか どうか を調べ た。

　   害物 を翼の後ろ に置い た とき 、 揚力が発

　　 生するか どうかを調べ た。

　　　　 　 図 1 作成 した翼 と送風装置

図 1 の 測定に使用 した翼につ い て 、誤 りとさ
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れ る仮説で あれば揚力は発生 しない 。揚力の 測

定方法などを生徒に考え させ 、正確な測定値を

得る ための 工 夫と して 整流器を作成させた 。

　　　　　　　 図 2　　自作整流器

（3）実験結果

　 実験  にっ い て、図 1 の プ ラス チ ソ ク板で作

成した翼に つ い て 、揚力は発 生 した．翼の 前方

部を固定すると後力部が持ち上が り、そ の 角度

は風速を Eげる と大きくなっ た。

　 実験  に つ い て、図 3 は発生 した揚力と風速

の 関係 を表すグラ フ で、揚力は 風 速の 約 1，8 乗

に比例するとい う結果を得た。理論的には速度

の 2 乗に 比例する、

　 実験  につ い て 、 翼 の 上 面の み に風 を当て て

　も揚力は発生し、風速に 比例 した挙動が見られ

た。下面の みで も揚力は発生 したが、風速に比

例 した挙動は見られ なか っ た 。

　 実験  につ い て 、翼の 後方に障害物を置くと

発生 した揚力が消え る よ うな挙動を示 した。
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　　　　　　 図 3 　揚力 の 風速の 闘系

（4）実験の考察

　 実験  に つ い て は、生徒が 興味を持 っ た結果

で あ っ た。実験  につ い ては翼の 上面を流れる

　空気と翼の 問の作用 ・反作用で あるとい う考察

をした。そ の 上 で、ド面のみに風を当て た場合

で 比例 した動きが見られな か っ た の は翼 と 風
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の 位置関係の問題で ある と考えた。

　実験   は実験   の 考察を確か めるために行

っ た 、 実験  につ い ては 、 後方に置 い た障害物

が 翼 に沿 っ て流れ る風 の 向きを変え るた め に

揚力が消え る だろ うとい う仮説を検証す るた

め に行っ た。

3　課題研究の結果 ・改善点

　 課題研究にっ い て は、校内発表会で ポス タ
ー

発表とス ライ ドを用 い た発表 を計 2回行っ た 。

　また、2011 年度日本物理教育学会 Ll．1国四国支部

大会ジ ュ ニ ア セ ッ シ ョ ン にお い て 発表を行 っ

た。課題研究白体の成果として は、教科書通 り

の 結果が得 られた もの で あり、目新 しい 発 見は

なか っ た。高校生にで きる研究とい うテー
マ 設

定の なか で 、指導者の 力量が試される こ とを痛

感 した。

　 課題研究の 発表を計 3 回行 っ たが、生徒 自身

で 発表資料を組み立て る こ とに多くの 時間を

費や した 。 研究発表の 中で生徒が苦手 と して い

た もの は質疑応答で あっ た。思わ ぬ質問に戸惑

　う以外 に も、想定問答で 行 っ た内容を緊張 して

答えられな い な どがあっ た。研究内容を十分に

理解できて い る生徒 とそ うで ない 生徒が い た

こ とに原因があっ た。班内の 意眉疎通、科学的

　コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 不足 があっ た と考えて

い るv
こ の 次の 年に指導した班では、 「課題研

究報告書」を毎時間ごとに作成させ 、教師と生

徒だけ で な く班内 で情報交換が で きる シ ス テ

　ム とした。

4　おわ りに

　　生徒 の 課題研究は主体性を育て るだけで な

　く、言語活動の 充実を図る上で 有効な活動で あ

　る。 本研究における課題研究で は
．k体牲 を育て

　るた め の活動 とし て 不十分な点があ っ た 。 指導

者の 立場として は、科学的な知識はもちろん の

　こ と、言語 活動の 充実を図るこ との重要性に気

付く必要がある。
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